
　「（株）那珂川バイオマス」では、バイオマスを
活用した熱利用状況について研修しました。この事
業は、環境省及び林野庁の委託事業として、平成25
年度から３年間の「木質バイオマスエネルギーを活
用したモデル地域づくり推進事業」を経て継続され
ているものです。一次産業である林業からの木質バ
イオマス資源を二次産業の建設資材等製造業で用い
る高温蒸気の熱源として活用し、建設資材等製造業
で利用したエネルギーの余熱を一次産業である農業
で利用しています。また、排熱利用による燃料費削
減で、付加価値の高い農産物等を製造・販売し、地
域での新たな産業・雇用を創出しています。今回は
特に「うなぎの養殖」等研修しました。
　今後の課題は、温水の通年利用のための熱交換器
やハウス新設費用、周辺の土地整備への負担が多い
ことです。

研修を終えて
　本市のバイオマス産業都市構想の実現に向
けては、日立造船㈱との基本合意書を締結す
るなど、順調に推進していますが、今後は、
さらに議会での政策提言が必要となります。
今回の研修で学んだことを活かしていきたい
と思います。
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　宮の郷木質バイオマス発電所は、林業が
盛んな茨城県内で課題となっていた未利用材
の活用と、固定価格買取制度による売電事業
を目的として建設されたもので二十年間の施
設運営を行う計画で稼働している。同発電所
で使用される燃料は、日立造船と地元の素材
生産者等が組織する「木質バイオマス燃料
安定供給協議会」の会員事業者から安定して
約85,000ｔ（含水率60％）の年原木丸太（未
利用材）を調達し、日立造船と地元の素材生
産業者およびチップ製造会社の合計４社によ
る「宮の郷バイオマス有限責任事業組合」が
発電所の隣接地に建設した「宮の郷木質チッ
プ製造工場」で、年間約63,000ｔ（含水率
40％）の木質チップを製造している。

視察を終えて
　甲斐市が取り組んでいる、構想に沿った内
容の発電事業を確認でき、有意義な視察研修
でした。今後は市民の理解をより深め、議会
と行政が一体となりこの事業を推進していきた
い。
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